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防災ソリューションID : JBP00098

Hi-FLASH工法

急速施工立体交差工法

ハザード

Earthquake

対策目的

Response Recovery

対策分類

Disaster Prevention Plan Infrastructure Technology Building Technology

技術分類

Plan for Relief & Recovery Support Road Urban Design & Construction of Resilient Building

ソリューションの特長

この工法は、従来、現場での施工に時間がかかっていた下部構造や基礎構造に着目し、構造の合理化により、施工の
迅速化と建設コストの低減を実現するものです。

http://www.bosai-jp.org/ja/member/detail/81
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/hazard/1
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/measures/3
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/measures/4
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/1300
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/2100
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/2200
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/1300/1303
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/2100/2105
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/2100/2110
http://www.bosai-jp.org/ja/solution/search/classification/2200/2203
https://www.bosai-jp.org/
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ソリューションの図解

本工法は、上下部工の軽量化・プレファブ化の徹底、橋脚および基礎構造の合理化により、従来工法に比べて工期の
大幅な短縮と工事費の低減を図っています。

ソリューションの背景

1. 都市部における慢性的な交通渋滞の解消
都市部における慢性的な交通渋滞を解消し、円滑な都市交通を実現します。

2. 立体交差橋の建設に要する時間
立体交差橋の建設に要する時間を大幅に短縮し、道路交通や周辺環境への影響を最小限に抑えることを目的
とします。

ソリューションの詳解

1. 耐震性に優れ、軽量でプレハブ化が容易な上下鋼床版一体型の箱桁ラーメン構造です。
2. 大口径場所打ち杭の採用による杭本数の削減でコンパクトな基礎工法です。
3. 鋼製橋脚と杭基礎の合理的な接合方法です。
4. 橋台の基礎には、従来の材料よりも加工しやすく、高性能な新型高容量マイクロファイルを採用しました。

ソリューションの実績や適用例

上部工と下部・基礎工とを並行して効率よく施工することにより、約400m程度の立体交差橋（橋梁部＋盛土部）を想
定した場合、工事着手から完成まで5.3ヵ月と従来より大幅な工期短縮が可能となりました。

企業情報

株式会社 フジタ

〒151-8570　東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目25番2号

 Tel. : 03-3402-1911

 E-mail : info@fujita.co.jp

 Website : http://www.fujita.co.jp
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